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論文内容の要旨

ベトナムでは中央集権計画経済から市場経済への変革を実施し初めてから二十年程がたち、改革の新しい局面を迎

えている。こうした時に、これまでの政策を検討することは、新たな時代に対応する改革政策を作成するうえで重要

である。本論文はその問題について効率性と公平性と長期的成長の各側面に注目しながら、理論的かっ実証的に分析

した。

はじめに、第一章では改革過程、特に財政改革、そして経済構造の変化を検討した。その後、公共セクター改革の

効率性に注目し、経済成長への公共投資の役割と公的企業の改革を、第二章と第三章で分析した。公平性については、

第四章でミクロデータを使った地域的貧困と不平等の分析から、また第五章で、マクロデータを使用して地域的経済成

長と格差の分析から、公共政策の役割、特に、地域的公的支出・投資政策の役割を考慮、した。最後に、第六章では人

的資本と貧困と産業化の関係を理論および実証の両面で検討し、そして第七章では長期的成長に対する人的資本への

政府支出の役割を理論的枠組みで説明し、それらを踏まえベトナムと他の開発途上諸国における人的資本に関連する

政策を検討した。

論文審査の結果の要旨

本論文の重要な貢献は次の六点にある。第一は、公共投資は経済成長に重要な役割を担っているが、各産業セクタ

ーにおける公的資本と私的資本の構造が不適当であるかもしれないことを明らかにした点である。公共投資は農業部

門の公的インフラに集中すべきであり、非農業部門ではむしろ私的投資を促進すべきである。第二は、公的企業の改

革を検討することによって、公的企業の重要な役割を維持することと、失業を下げ経済成長を促進することという二

つの目標の聞にトレード・オフ関係があることを示した点である。現在のベトナムでは、非自然独占産業、特にサー

ビスセクターにおけるそれらの産業を早く完全に民営化すべきである。第三は、地域のミクロレベルでは、不平等と
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経済成長の関係についてクズネッツ仮説が成立しており、不平等を削減するために人的資本の累積が重要な役割も果

していることを明らかにした点である。そして、貧困の問題についても、経済成長と人的資本と共に、公共投資も重

要な役割を持つ事が分かつた。第四は、地域のマクロレベルでは、経済成長の格差に、経済成長レベルと公的支出の

格差は正の影響を及ぼして、人的資本は負の影響を与えていることを指摘した点である。他方、経済成長には公的支

出・投資、そして外国直接投資が正の影響を及ぼしていることも明らかにした。第五は、人的資本は、ベトナムと開

発途上世界の現状に基づく理論的および実証的研究によって、貧困を削減することと産業化の過程に重要な役割を果

している点である。最後に、第六は、人的資本への政府支出の役割を組み入れる内生的経済成長モデ、ルを用いて、最

近発表されたベトナムの知識経済を発展されるための戦略が今のベトナム経済に妥当なものであることを示した点

である。つまり、このモデルにもとづけば、人的資本の一般レベルを高めるための他の方法と共に、政府は、長期的

成長を維持するため、教育への予算支出を増強すべきである。

要約すると、ベトナムにおける公共セクター改革を理論的かつ実証的に分析した本論文では、公共セクターの効率

性に注目しながら、公平性と長期的成長の問題を慎重に検討し、短期的・長期的に経済全体の効率性と公平性を高め

るためには、限定的資源の配分と再分配の政策を作成することが政府にとって重要であることが示された。

以上の点から、本論文は博士(国際公共政策)の学位に十分値するものと判断する。
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